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2813)ヲ1年27平成� 

剣道部顧問様�  

1，剣道六・七・八段審査会の実施について

受瀞希望者は、申込書に審査料と世界大会魚拠金を添え、� 2/18 (水)迄に、書留に

て申し込み下さい。 六・七段は受審希望地を、八段は日程の希望を必ずご記入下さい。

ず二、� 27年度の八段審査会については、� r5月の京都Jr1 1月の東京Jr2月の宮城J 

e:3由実施のうち、� 2回までの受審となりますのでご性意下さい。

・六設� 7480円+1080円ロ� 8560円


-七設 8560fIl+I080円=�  9640円


.J¥..段 9640丹+1080丹=10720円
 

2，第� 111酉全日本剣道演武大会〈京都大会)の串し込みについて

参加希望の方;土、� 2/10(火)匙ぷ、議話にてご連結下さい。連結のあった方に申込

を送付いたします。締め切り� 2/18 (7.k) 

3，第� 55回東京剣道祭の申し込みについて

参加希望の方は、� 2/5(木)記長Iこ、電話にてご連絡下さい。連絡のあったガに申


を送付いたします。締め切り� 2/9(月)
 

4，剣道八段受審者講智会(東京)の実施について

受審希望者は、申込書に受欝料を添え、� 2/18 (水)迄に、書留にて申し込み下さい。

問い合わせ・申込先:埼玉県剣道連盟高校剣道連盟事務局

埼玉県立大宮東高等学校内

津坂宗秀

〒337・0021

さいたま市見沼区膝子� 567 

TEL 048 683 0995 

FAX 048…� 680-1900 



1.臨時�  

2駒場演�  

3.講師�  

4.受講資格� 

5.受講内容� 

6.受講料�  

7.申込�  

8.鋼人情報

保護法へ

の対応� 

9.携行品�  

10.その他

剣道八段受審者講習会要項

平成27年� 3月� 15日{詩)午前9持関舘午前�  10時欝始


東京武道欝大武道場(足立藍綾顕3 20-1) 

※東京メトロ千代司線綾瀬駅東口下車徒捗� 5分

一段財閥法人東京都剣道連盟で委磯する。

剣道八段受審者(平成� 27年� 5月および� 11丹に入段を受審ずる方に罷りますo ) 

時刻 内� $ 摘 饗� 

10:00 
挨 拶� 

10:10 

10:10 剣道実技 模築審査形式によるグループ別指導は金場予定)

1.震起として 4人一組、� 1人� 2回行う。� 

2.一札終了ごとにその受講生を鎮め、-講誌から受講生個

々に講評を行う。� 

3.全員終了後、会場到に総評を行う。� 
12:30 (140分)� 4.受講生は、所属毘体名と姓を記入の名本しをつける。� 

12:30 受講生記番号シーノレを配事する。昼食'休憩

13:10 (40分〉� 
13:10 剣道実技 模様審査� (2金援予定〉

1.原員立として 4入一組、� 1人2回行う。� 
14:55 (105分}� 2.講訴は、受講生'個々に探決を記入する。� 

14:55 休 議� 

15:15 (20分)� 

15:15 指導稽古� 

15:55 (40分〉� 

15:55 接拶・解散 解散後、受講生には午後の模撰蕃悲の結果を知らせる。

楽器合により一部変更をすることがある。� 

1人� 5，400間(弁当代、保護金料含む)

各時体は、平成27年之月:)0日企訟までに受講料を議え、ー:括申込下さい。

{公慰〉埼玉県剣道連盟
申込蕃に記載される個人情報{霊録部体名、漢字誌名、カナ氏名、生年月日、

段位等)は一般財Fj~義人東京都剣道連盟が実摘する本欝智会運営のために利用する。
なお、登議団体端、氏名、年齢輔の最小接の個人情報は名獲の都度、目的に合わせ

公務媒体〈揚示用紙等)に公表することがある。

剣道具� 

(1)講部の先生方で藩吉者希望される方は剣道具をご持参のうえ、ご指導下さい。

{羽指導議古における先立法、講師以外に数名の先生を委嘱する予定です。 

(3)主催者辻、講習中の事故に対し(講習会場への往復途上を含む)、傷害保険に加

入する。なお、講習実施中、護害発生の場合誌、痛院特で治疲を受けられるよう

手記する。この場合の袷療費は本人が負担する。

組駐車場の使用は出来ません。付近の道路は駐車禁止になっておりますので電車特

をこ事関下さい。
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※ご記入の個人簿報誌潜該事業目的以外には一切使用しません。

なお、ご記入頂いた額人{警報は� f全日本剣道璃盟および加盟団体における彊入f警報保鑓規程Jに長uり

適正かっ安全に管理しますα

統計・分析に使用することもありますが、その場合には鍋人を特定できないように加工して強用します。


